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田
中
荘
は
、
平
安
期
か
ら
戦
国
期
に
見
え
る
荘
園

名
で
、
旧
打
田
町
域
の
南
半
部
に
あ
り
ま
し
た
。
北

は
池
田
荘
、
西
は
岡
田
荘
（
現
岩
出
市
）、
南
は
荒

川
荘
（
旧
桃
山
町
）
に
接
し
て
い
ま
し
た
。
桃
山
時

代
の
『
慶
長
検
地
高
目
録
』
で
は
下
井
坂
・
中

井
坂
・
畑
野
上
・
尾
崎
・
花け

野や

・
馬
場
・
西
大
井
・

　

旧
打
田
町
域
だ
け
で
も
１
５
０
を
超
え
る
社
が

あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
明
治
時
代
に
は
13
社
に
合

祀
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
鎮
守
宮
が
若
宮

八
幡
宮
（
上
ノ
宮
）
に
合ご

う

祀し

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

20
・
21
年
に
田
中
荘
八
社
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
山

王
権
現
へ
は
、
若
宮
八
幡
宮
（
上
ノ
宮
）・
中
ノ
宮
・

一
ノ
宮
（
竹た

け

房ふ
さ

神
社
）
が
合ご
う

祀し

さ
れ
、
社
殿
が
移
築

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
東
田
中
神
社
と
改
名
さ
れ
ま

し
た
。
羊
宮
境
内
に
若
宮
八
幡
宮
（
下
ノ
宮
）・
妙

見
社
と
下
井
阪
に
所
在
し
た
住
吉
神
社
を
合
祀
し
、

西
田
中
神
社
と
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
妙
見
社
と
住

吉
神
社
の
社
殿
は
移
築
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
東
田
中
神
社
境
内
に
あ
っ
た
若
宮
八
幡
宮
（
上

ノ
宮
）
の
社
殿
は
昭
和
28
年
の
台
風
で
倒
壊
し
、
中

ノ
宮
の
社
殿
は
昭
和
30
年
代
の
落
雷
に
よ
り
焼
失
し

ま
し
た
。
西
田
中
神
社
の
妙
見
神
社
・
住
吉
神
社
は
、

そ
の
後
元
の
社
地
に
遷せ

ん

座ざ

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、東
田
中
神
社
に
は
延
宝
８
年（
一
六
八
〇
）

建
立
の
本
殿
と
、
境け

い

内だ
い

社し
ゃ

旧き
ゅ
う

竹た
け

房ふ
さ

神じ
ん

社じ
ゃ

本
殿
（
一

北
大
井
・
東
大
井
と
段
・
新
田
（
旧
桃
山
町
）
の
諸

村
を
下
田
中
荘
、
上
野
・
打
田
・
辺く
る

土べ
き
・
赤
尾
・
広
野
・

黒
土
・
竹
房
・
窪
・
高
野
と
勝か

す

神か
み

（
旧
粉
河
町
）
を

上
田
中
荘
と
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
の
『
紀

伊
続
風
土
記
』
は
こ
の
全
域
を
田
中
荘
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
段
・
新
田
・
高
野
・
勝
神
の
四
村
が
紀
ノ

川
南
岸
に
あ
り
、
荒
川
荘
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

田
中
荘
に
は
「
田
中
荘
八
社
」
と
い
う
産う

ぶ

土す
な

神か
み

が

あ
り
ま
し
た
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
「
荘
中
地

主
神
八
社
あ
り
こ
れ
を
田
中
の
八
社
と
称
す
何
れ
も
古

は
社
殿
壮そ

う

麗れ
い

に
神
田
も
多
く
あ
り
…
」と
あ
り
ま
す
。

打
田
に
あ
っ
た
山さ

ん

王の
う

権ご
ん

現げ
ん

社
・
若
宮
八
幡
宮
（
上
ノ

宮
）・
中
ノ
宮
・
鎮
守
宮
、
竹
房
の
一
ノ
宮
、
中
井

阪
の
羊ひ

つ
じ
の
み
や宮

、
尾
崎
の
若
宮
八
幡
宮
（
下
ノ
宮
）、
上

野
の
妙み

ょ
う

見け
ん

社
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

※ 

文
献
と
現
在
の
地
名
で
は
漢
字
表
記
が
異
な
る
と
こ
ろ

 　
　

も
あ
り
ま
す
。

田
中
荘
と
田
中
荘
八
社

東
田
中
神
社
と
西
田
中
神
社

『紀伊続風土記』田中荘　 挿図

一ノ宮

羊宮

若宮八幡宮（下ノ宮）

特
集　

東
田
中
神
社
境
内
社
旧
竹
房
神
社
本
殿
と
西
田
中
神
社

　
　
　
羊
宮
神
社
本
殿
・
八
幡
神
社
本
殿
の
保
存
修
理
工
事

特
集　

東
田
中
神
社
境
内
社
旧
竹
房
神
社
本
殿
と
西
田
中
神
社

　
　
　
羊
宮
神
社
本
殿
・
八
幡
神
社
本
殿
の
保
存
修
理
工
事

紀
伊
国
名
所
図
会
に
見
る
一
ノ
宮
（
竹
房
神
社
）
と

若
宮
八
幡
宮
（
下
ノ
宮
）・
羊
宮
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ノ
宮
・
県
指
定
文
化
財
）
の
２
棟
が
残
り
、
西
田
中

神
社
に
は
羊

ひ
つ
じ
の
み
や宮
神じ
ん

社じ
ゃ

本
殿
・
八は
ち

幡ま
ん

神
社
本
殿
（
と

も
に
県
指
定
文
化
財
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

  【
東
田
中
神
社
の
建
物
の
概
要
】

　

旧
竹
房
神
社
本
殿
は
、
一
間
社
隅す

み

木ぎ

入い
り

春か
す
が日
造づ
く
り

の

社
殿
で
室
町
時
代
末
期
か
ら
桃
山
時
代
に
建
立
さ
れ

東
田
中
神
社
境
内
社
旧
竹
房
神
社
本
殿

西
田
中
神
社
羊
宮
神
社
本
殿
・
八
幡
神
社
本
殿写真１　上　旧竹房神社本殿の身舎正面上方

　　　　下　羊宮神社本殿の身舎正面上方

ま
し
た（
表
紙
上
）。身
舎
正
面
の
意
匠
が
特
徴
的
で
、

頭か
し
ら

貫ぬ
き

を
虹こ
う

梁り
ょ
う

形
と
し
、
内う
ち

法の
り

長な
げ
し押
を
枕ま
く
ら

捌さ
ば
き

に
納
め

て
鴨か

も

居い

と
の
間
に
欄ら
ん

間ま

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
納

ま
り
は
西
田
中
神
社
羊
宮
神
社
本
殿
に
も
共
通
す
る

も
の
で
す
（
写
真
１
）。

　

旧
竹
房
神
社
本
殿
に
は
、
向
拝
ま
わ
り
の
浜
縁
を

囲
う
据す

え

高こ
う

欄ら
ん

が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の
修
理
時

写
真
や
風
蝕
具
合
か
ら
前
回
の
修
理
時
に
設
け
ら
れ
た

も
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
蕨わ

ら
び
て手
の
形
状
が
大
阪
府
下

の
類
例
に
似
て
お
り
、
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が

部
材
に
残
っ
て
い
た
痕
跡
や
大
阪
府
内
の
類
似
し
た

例
を
も
と
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す（
写
真
２
）。

  【
西
田
中
神
社
の
建
物
の
概
要
】

　

羊
宮
神
社
本
殿
（
表
紙
下
手
前
）
は
、
一
間
社
隅す

み

木ぎ

入い
り

春か
す
が日

造づ
く
り

の
建
物
で
す
。
建
立
年
代
は
細
部
手
法
か

写
真
２　

据
高
欄
蕨
手　

上 　

旧
竹
房
神
社
本
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

 

泉
穴
師
神
社
本
殿
（
泉
大
津
市
）

ら
見
て
、
室
町
時
代
後
期
天
文
年
間
以
前
と
思
わ
れ

ま
す
。
木き

鼻ば
な

、
蟇か
え
る

股ま
た

、
手た
ば
さ
み挟
等
の
彫
刻
が
多
く
て
出
来

も
よ
く
、室
町
後
期
の
様
相
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

特
に
向こ

う

拝は
い

頭か
し
ら

貫ぬ
き

木
鼻
は
鯱し
ゃ
ち

の
彫
物
は
珍
し
く
、
現

在
他
に
類
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
向
拝
の
手
挟

が
、丸ま

る

彫ぼ
り

と
篭か
ご

彫ぼ
り

と
左
右
異
な
る
の
も
珍
し
い
で
す
。

　

八
幡
神
社
本
殿
（
表
紙
下
奥
）
は
高こ

う

欄ら
ん

の
擬ぎ

宝ぼ

珠し

に

寛
永
12
年
（
一
六
三
五
）
の
刻
銘
が
あ
り
建
立
年
代
が

明
ら
か
で
、春
日
造
の
本
殿
が
多
い
当
地
方
に
あ
っ
て
、

類
例
の
少
な
い
四
座
の
二
間
社
流な

が
れ

造づ
く
り

の
社
殿
で
す
。

  【
東
田
中
神
社
の
保
存
修
理
】

　

事
業
は
令
和
４
年
度
か
ら
２
ヵ
年
で
、
屋
根
葺
替
・

塗
装
修
理
の
保
存
修
理
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
旧

檜ひ
わ
だ皮
葺ぶ
き

の
解
体
と
屋
根
野
地
の
補
修
を
行
い
、
檜
皮
を

葺
き
直
し
、
塗
装
の
状
態
は
縁
廻
り
を
中
心
に
雨
水
に

よ
る
剥
落
や
樹
脂
の
白
化
が
目
立
っ
て
い
た
た
め
、
縁

廻
り
の
ほ
か
正
面
千
鳥
破
風
の
塗
装
工
事
、
飾
金
具
の

補
修
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

  【
西
田
中
神
社
の
保
存
修
理
】

　

屋
根
の
檜
皮
葺
は
、
前
回
の
解
体
修
理
か
ら
30
年

が
経
過
し
、
平ひ

ら

葺ぶ
き

全
面
で
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
箱

棟
廻
り
木
部
の
腐
朽
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

柱
の
金き

ん

襴ら
ん

巻ま
き

等
の
彩
色
や
塗
装
に
鱗う

ろ
こ

状
の
剥
離
や
剥

落
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
５
年
度

と
６
年
度
で
屋
根
葺
替
・
塗
装
修
理
を
中
心
と
し
た

保
存
修
理
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
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  【
東
田
中
神
社
の
保
管
部
材
に
つ
い
て
】

　

事
業
期
間
中
に
、
彫
刻
欄
間
（
写
真
４
）
の
他
に

脇わ
き

障し
ょ
う

子じ

彫
刻
（
写
真
３
）、
大
正
14
年
に
檜
皮
葺
か
ら

銅
板
葺
と
さ
れ
た
修
理
棟
札
、
サ
サ
ラ
桁
等
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。特
に
脇
障
子
彫
刻
は
、

現
在
の
枠
に
近
い
寸
法
で
、
上
框か

ま
ち

に
大
入
れ
さ
れ
て
い

た
風
蝕
差
や
下
框
に
栓
を
入
れ
て
固
定
す
る
構
造
が
対

応
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
社
殿
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い

た
可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
彫
刻
の
モ
チ
ー
フ
は
竹

と
虎
で
す
。
脇
障
子
を
見
て
も
塗
装
が
み
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
荒あ

ら

田た

神じ
ん

社じ
ゃ

本
殿
（
岩
出
市
）

の
よ
う
に
彫
刻
の
み
素
木
で
あ
っ
た
可
能
性
等
を
検
討

す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
脇
障
子
彫
刻
の
古
材
は
片
側

し
か
保
管
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
田
中
神
社
と
西
田
中
神
社
の
彫
刻

写真３　脇障子（古材）

写真４　旧竹房神社本殿の彫刻欄間（彫刻主題：菊）

  【
身
舎
正
面
の
彫
刻
欄
間
】

　

旧
竹
房
神
社
本
殿
の
彫
刻
欄
間
は
、
現
在
は
取
り
外

さ
れ
、
中
古
材
の
横
板
を
嵌
め
て
い
ま
す
が
、
彫
刻
欄

間
に
つ
い
て
は
神
社
で
別
途
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
欄

間
の
仕
様
は
、
彫
刻
を
連
続
さ
せ
、
両

端
部
を
繰
形
状
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

繰
形
状
の
表
現
は
、
県
内
で
は
加
太
春

日
神
社
本
殿
（
和
歌
山
市
）
の
身
舎
正

面
の
鴨
居
と
虹
梁
形
頭
貫
間
の
竹
の
節

付
透
彫
欄
間
に
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
ち

な
み
に
、
西
田
中
神
社
羊
宮
神
社
本
殿

は
、横
板
（
平
成
６
年
修
理
時
ま
で
欠
失
）

が
嵌
め
て
あ
り
、
シ
ン
プ
ル
な
納
ま
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
竹
房
神
社
本
殿
の
蟇
股
彫
刻
に
は

「
貝
類
」
を
主
題
と
し
た
彫
刻
が
み
ら
れ

ま
す
（
写
真
５
）。
こ
の
主
題
は
欄
間
の

意
匠
が
似
て
い
る
加
太
春
日
神
社
本
殿

で
も
認
め
ら
れ
、
羊
宮
神
社
本
殿
の
手

挟
の
彫
刻
主
題
に
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

旧
竹
房
神
社
本
殿
に
は
「
木
の
葉
に
筆
」

を
主
題
と
し
た
木
鼻
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
主
題
は
和
歌
山
県
内
で
い
く
つ
か
確

認
さ
れ
、
長
楽
寺
仏
殿
（
有
田
川
町
）

の
裳も

こ
し階

正
面
の
手
挟
や
十
三
神
社
本
殿

（
紀
美
野
町
）
の
向
拝
蟇
股
に
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
前
号
の
コ

ラ
ム
記
事
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

写
真
６　

旧
竹
房
神
社
本
殿
の
身
舎
頭
貫
木
鼻

　
　
　
　
　
　

上　

木
の
葉
に
筆　

下　

葉
に
幼
虫

写
真
５　

上　

旧
竹
房
神
社
の
蟇
股
（
身
舎
西
側
面
：
貝
類
）

　
　
　
　

下　

羊
宮
神
社
向
拝
手
挟
「
貝
類
」（
西
側
）

「
葉
に
幼
虫
」
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
し
ら
わ
れ
た
木
鼻

も
あ
り
ま
す
（
写
真
６
）。
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写
真
７　

上 　

羊
宮
神
社
向
拝
木
鼻　

下　

中
ノ
宮
向
拝
木
鼻

　
　
　
　
（
中
ノ
宮
写
真
は
『
続
成
蟲
樓
随
筆
』
か
ら
転
載
）

　

一
方
、
羊
宮
神
社
本
殿
の
向
拝
虹
梁
形
頭
貫
の
木
鼻

は
鯱
形
に
作
り
だ
し
、
尾お

鰭び
れ

で
肘ひ
じ

木き

を
受
け
る
珍
し
い

形
式
で
す
。
鯱
の
彫
刻
は
、随
筆『
続
成
蟲
樓
随
筆
』（
天

沼
俊
一
著
、
昭
和
21
年
11
月
発
行
）
に
よ
る
と
、
大
阪

府
堺
市
の
法ほ

う

道ど
う

寺じ

多た

宝ほ
う

塔と
う
（
室
町
前
期
・
重
要
文
化
財
）

に
鯱
の
肘
木
が
み
ら
れ
、
長
野
県
飯
山
市
に
あ
る
白
山

神
社
本
殿
（
室
町
中
期
・
重
要
文
化
財
）
の
向
拝
丸
桁

の
先
端
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
木
鼻
に
あ
る
の
は
現
在

で
は
羊
宮
神
社
本
殿
が
唯
一
で
す
（
写
真
７
）。『
続
成

蟲
樓
随
筆
』
の
「
鯱
五
種
」「
続
和
歌
山
紀
行
（
昭
和

二
十
年
五
・
六
月
）」
に
、
現
在
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
江

戸
時
代
前
期
（
寛
永
頃
）
に
建
立
さ
れ
た
東
田
中
神
社

境
内
の
中
ノ
宮
の
社
殿
に
も
、
鯱
の
木
鼻
が
あ
り
、
羊

宮
神
社
の
も
の
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
、
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

写真８　八幡神社向拝の手挟

写真９　倶利伽羅龍王　左　羊宮神社　右　八幡神社

　

ま
た
、
こ

の
随
筆
で
は

八
幡
神
社
の

向
拝
の
手
挟

（
写
真
８
）
が

極
め
て
優
れ

て
い
る
、
と

も
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
羊

宮
神
社
、
八

幡
神
社
の
脇

障
子
に
「
倶く

利り

伽か

羅ら

龍
王
」
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
（
写
真
９
）、
か
つ
て
は
東
田
中
神
社
の
中
ノ
宮

の
脇
障
子
に
も
倶
利
伽
羅
龍
王
の
彫
刻
が
あ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
中
荘
八
社
の
昔
の
姿
に
つ
い
て
は
、『
打
田
村
絵

図
』
か
ら
は
神
社
の
元
あ
っ
た
場
所
や
今
は
な
き
若
宮

八
幡
宮
（
上
ノ
宮
）
の
社
殿
が
、
現
存
す
る
八
幡
神
社

本
殿
と
同
じ
平
入
り
の
二
間
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。『
続
成
蟲
樓
随
筆
』
に
よ
る
と
中
ノ
宮
の
社

殿
は
、
鯱
形
の
向
拝
木
鼻
以
外
に
も
羊
宮
と
は
向
拝
と

身
舎
の
繋
ぎ
が
海
老
虹
梁
で
あ
っ
た
こ
と
を
除
く
と
、

お
わ
り
に

庇
の
屋
根
幅
が
身
舎
の
屋
根
幅
に
比
べ
て
狭
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
ま
で
、同
じ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

『
田
中
村
郷
土
史
』
に
鎮
守
宮
は
明
治
の
頃
に
上
ノ
宮

に
合
祀
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
が
彫

刻
等
で
繋
が
っ
て
い
た
事
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、
田
中

荘
八
社
の
社
殿
は
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

幸
い
に
も
残
さ
れ
た
４
棟
の
社
殿（
１
棟
は
未
指
定
）

を
、
今
後
も
次
世
代
の
人
々
が
引
き
継
い
で
行
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

   （
東
田
中
神
社
・
大
給　

友
樹
、
西
田
中
神
社
と

 　

総
括･

寺
本　

就
一
）
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令
和
４
・
５
年
度
に
和
田
岩
坪
遺
跡
の
発
掘
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
（『
風
車
』

103
号
参
照
）、
隣
接

地
の
発
掘
調
査
対
象
外
の
工
事
現
場
で
貝
殻
を
含
む

地
層
が
あ
る
の
に
気
づ
き
、
場
外
搬
出
前
に
掘
削
土

砂
の
一
部
に
つ
い
て
内
容
物
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
貝
殻
が
含
ま
れ
る
地
層
は
、現
地
表
面（
標

高
約
2.3
ｍ
）
か
ら
約
５
ｍ
下
の
標
高
マ
イ
ナ
ス
2.7
ｍ

付
近
に
あ
た
る
砂
層
で
、
堆
積
し
た
時
期
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
砂
の
中
に
貝
殻
が
多
量
に
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
器
な
ど
の
人
工
物
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
貝
塚
で
は
な
く
、
自
然

に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
和
歌
山
県
立
自
然
博
物
館
の
山
名
学
芸
員

に
貝
類
の
鑑
定
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

二
枚
貝
綱こ

う

の
ハ
マ
グ
リ
（
73
片
）、マ
ガ
キ
（
48
片
）、

オ
キ
シ
ジ
ミ
（
４
片
）、
ハ
イ
ガ
イ
（
３
片
）、
ウ
ス

ハ
マ
グ
リ
（
１
片
）、
ア
サ
リ
（
１
片
）、
ヒ
メ
ア
サ

リ
（
１
片
）、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
（
１
片
）、
カ
モ
ノ
ア

シ
ガ
キ
（
１
片
）、
腹ふ

く

足そ
く

綱こ
う

の
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
（
２

片
）、
イ
ボ
キ
サ
ゴ
（
１
片
）、
顎が

っ

脚き
ゃ
く

綱こ
う

の
ド
ロ
フ

ジ
ツ
ボ（
１
片
）が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
に
は
、

内
湾
に
生
息
す
る
貝
類
が
多
く
認
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、『
和
歌
山
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
２
２
』

で
県
内
絶
滅
種
と
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
ガ
イ
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

和
歌
山
市
域
で
は
こ
れ
ま
で
吉
礼
貝
塚
や
禰
宜
貝

塚
、
岡
崎
縄
文
遺
跡
、
鳴
神
貝
塚
な
ど
で
縄
文
時
代

の
貝
塚
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貝

塚
で
は
、
ハ
マ
グ
リ
や
ハ
イ
ガ
イ
、
マ
ガ
キ
な
ど
が

多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
回
発
見
さ
れ
た
貝
類
と

の
共
通
性
が
う
か
が
え
ま
す
。
和
田
岩
坪
遺
跡
周
辺

は
、
今
よ
り
海
水
面
が
５
～
６
ｍ
ほ
ど
高
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
「
縄
文
海
進
」
の
時
期
に
あ
た
る
縄
文
時

代
前
期
頃
に
は
内
湾
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
貝
殻
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
周

辺
が
内
湾
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

  （
仲
原　

知
之
）

〈
参
考
文
献
〉
日
下
雅
義
一
九
七
九
「
紀
伊
湊
と
吹
上
浜
」

　
　
　
　
　

  『
和
歌
山
の
研
究　

第
一
巻　

地
質
・
考
古
篇
』

紀ノ川下流域の縄文時代前期頃の地形
日下雅義 1979 原図を基にした『和歌山市立博物館総

  合案内』（1994）の６頁右図を再トレース（一部加筆）

発見した貝殻

和
田
岩
坪
遺
跡
隣
接
地
で

　
　   

　
見
つ
か
っ
た
貝
殻

カモノアシガキ

ホソウミニナ

イボキサゴ ヒメアサリ ウスハマグリ ハイガイ

ハマグリ

マガキ

ドロフジツボ アサリ ヤマトシジミ オキシジミ
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今
年
は
、
和
歌
山
市
出
身
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
有
吉
佐
和
子
氏
の
没ぼ
つ

後ご

40

年
に
あ
た
り
ま
す
。有
吉
氏
は
、故
郷
で
あ
る
和
歌
山
を
舞
台
と
し
た『
紀
ノ
川
』『
有

田
川
』『
日
高
川
』
の
三
部
作
を
は
じ
め
、数
々
の
文
学
作
品
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
42
年
に
は
本
県
の
風
土
や
人
情
な
ど
を
広
く
紹
介
し
た
功
績
が
称た
た

え
ら
れ
、

和
歌
山
県
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
年
に
発
表
し
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
『
華は
な

岡お
か

青せ
い

洲し
ゅ
う

の
妻
』
は
、
江
戸
時
代
に
世
界
初
の
全
身
麻ま

酔す
い

に
よ
る
乳

が
ん
摘て
き

出し
ゅ
つ

手
術
を
成
功
さ
せ
た
医
師
で
あ
る
、
華
岡
青
洲
に
献け
ん

身し
ん

す
る
妻
の
加か

恵え

と
姑
し
ゅ
う
と
めの
於お

継つ
ぎ

の
愛あ
い

憎ぞ
う

を
描
い
た
作
品
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
第
６
回
女
流
文
学
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
序
盤
で
は
、
加
恵
の
出
身
で
あ
る
妹い
も

背せ

家
に

つ
い
て
、「
通
称
を
名な

手て

本ほ
ん

陣じ
ん

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
家
柄
だ
っ
た
」
と
紹
介
し
、
名

手
本
陣
を
舞
台
と
し
た
加
恵
の
幼
少
期
の
生
活
に
つ
い
て
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
手
本
陣
は
、
紀
の
川
市
名
手
市
場
の
「
旧
名
手
本
陣
妹
背
家
住
宅
」
と

し
て
、
主
屋
と
米
蔵
・
南
倉
の
三
棟
が
昭
和
44
年
に
重
要
文
化
財
、
翌
年
に
は
妹

背
家
住
宅
を
含
む
敷
地
全
体
が
史し

跡せ
き

「
旧
名
手
宿
本
陣
」
と
国
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
主
屋
は
、
享き
ょ
う

保ほ
う

３
年
（
一
七
一
八
）
に
家
族
の
暮
ら
す
居
室
部
が
建
て

ら
れ
、
延え
ん

享き
ょ
う

３
年
（
一
七
四
六
）
に
藩
主
の
休
息
の
際
に
用
い
ら
れ
る
座
敷
部
が

増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
主
屋
が

本
陣
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
妹
背
家

の
人
々
は
南
倉
に
移
っ
て
住
ん
だ
と
い
わ
れ
て

お
り
、
南
倉
に
は
床
の
間ま

が
付
き
、
畳
が
敷
き

込
め
る
よ
う
に
畳
寄
せ
も
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

余よ

談だ
ん

に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
執し

っ

筆ぴ
つ

に
至
る

ま
で
、
私
は
有
吉
氏
の
作
品
に
つ
い
て
さ
ほ
ど

知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
読
書
の
秋
」
と

い
う
絶
好
の
機
会
に
有
吉
氏
の
作
品
を
読ど

く

破は

し

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

  （
野
田　

達
志
）

　

現
在
、
有
田
郡
と
呼
ば
れ
る
有
田
川
流
域
一
帯
は
、
奈
良
時
代
に
は
「
阿あ

提て

郡ぐ
ん

」

や
「
安あ
ん

諦て

郡ぐ
ん

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）、
平
城
天
皇
の
諱
い
み
な

が
「
安あ

殿て

」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
在
田
郡
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、『
日
本
霊
異
記
』で
は
上
巻
第
34
縁
な
ど
に「
安
諦
郡
」の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

上
巻
第
34
「
絹
の
衣
を
盗
ま
し
め
妙
見
菩
薩
に
帰
し
願
ひ
て
其
の
絹
の
衣
を
修

得
せ
し
縁
」
で
は
安
諦
郡
に
あ
っ
た
「
総
部
寺
」
と
い
う
寺
の
前
に
あ
っ
た
家
で

絹
の
衣
が
盗
ま
れ
、
妙
見
菩
薩
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
盗
人
に
よ
り
市
に
売
ら
れ
た
そ

の
衣
が
激
し
い
風
に
よ
っ
て
鹿
の
角
に
引
っ
掛
か
り
、
そ
の
鹿
が
盗
ま
れ
た
家
ま

で
行
っ
て
衣
を
返
し
、
そ
の
ま
ま
天
に
帰
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
総
部
寺
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
現
在

の
有
田
郡
で
奈
良
時
代
ま
で
創
建
が
さ
か
の
ぼ
る
古
代
寺
院
は
有
田
川
右
岸
に
所

在
す
る
田
殿
廃
寺
し
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
「
総
部
寺
」
と
田
殿

廃
寺
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
の
田
殿
廃
寺
で
採
集
さ

れ
た
瓦
は
、『
風
車
』
101
号
の
コ
ラ
ム

で
も
紹
介
し
た
佐さ

野や

寺で
ら

跡あ
と

（
か
つ
ら

ぎ
町
）
で
出
土
し
た
瓦
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。
瓦
が
よ
く
似
て
い
る
「
佐

野
寺
跡
」
と
「
田
殿
廃
寺
」、『
日
本

霊
異
記
』
に
名
前
が
残
る
「
狭
屋
寺
」

と
「
総
部
寺
」、
こ
の
２
つ
の
間
に
は
、

ま
だ
私
た
ち
が
知
ら
な
い
古
代
寺
院

の
謎
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
？

　
　
　
　
　

  　
　
　
（
濵
﨑　

範
子
）

和
歌
山
の
建
物
と
ゆ
か
り
の
人
物
（
５
）

日
本
霊
異
記
と
和
歌
山
（
５
）

文
化
財
建
造
物
課

埋
蔵
文
化
財
課

旧名手本陣妹背家住宅　主屋

写真１　田殿廃寺の軒丸瓦
（有田川町教育委員会提供）
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●特別展 「数多の古墳を築く―群集墳からよむ古墳時代―」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2024年10月５日 （土） ～ 2024年12月８日 （日）
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　　　第Ⅳ期 「熊野信仰の美と荘厳―熊野速玉大社の神像と古神宝―」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2024年12月７日 （土） ～ 2025年１月19日 （日）

●特別展 「和歌の聖地・和歌の浦　誕生千三百年記念　聖武天皇と紀伊国」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2024年10月５日 （土） ～ 2024年11月24日 （日）

●企画展 「大きな絵」　　　　　　　　　　　　　    2024年12月７日 （土） ～ 2024年12月28日 （土）

※掲載内容は変更される可能性があります。詳細は各施設へお問い合わせください。

催し物案内 和歌山県内の文化財関係イベント情報（2024 年 秋～ 2024 年 冬）

和歌山県立紀伊風土記の丘

和歌山県立博物館

和歌山市立博物館

１　表紙

２　特集「東田中神社境内社旧竹房神社本殿と西田中神社羊宮神社本殿・八幡

　　神社本殿の保存修理工事」

６　埋蔵文化財課　短信「和田岩坪遺跡隣接地で見つかった貝殻」

７　きのくに歴史小話「文化財建造物課　和歌山の建物とゆかりの人物（5）」

　　　　　　　　　　  「埋蔵文化財課　日本霊異記と和歌山（5）」

８　催し物案内
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